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マグロはえなわ漁
５１０９Ｉ

１ テーマ設定の理由
ぼくは、マグロはえなわ漁という漁をあまり聞いたことのない漁だからどう

いうやり方で魚をとるのかしりたかったからです。

それに、ほかの漁とどんなふうに魚のとり方が、ちがうのかもしりたかった

からです。あと、どんな道具をつかって漁をしているのかしりたっかったから

です。

さらにぼくは、マグロが好きなので、マグロをとるマグロはえなわ漁に興味

があったからです。取材しているうちに、どんどんしりたくなっていったから

です。

だから、ぼくはマグロはえなわ漁を、取材したり、いろいろ調べたりしまし

た。

２ 研究内容
①マグロはえなわ漁のやり方

一本のなわにつり糸をつけて、その先のつり針にえさを、つけて水中にはりじ

きをみてひきあげます。

②マグロはえなわ漁の船

マグロはえなわ漁の船は、大きいものもあるし、中くらいのもあるし、小さい

ものもあります。

小さい船は、５人～７人です。

中くらいの船は、１３人です。

大きい船は、２０人以上です。



③マグロはえなわ漁でつかう道具

次は、道具の説明をします。とおなわきという道具を説明します。とおなわき

、 、 。は マグロはえなわ漁でつかう はえなわをセットするときにつかう道具です

この写真は、とおなわきです。

④マグロはえなわ漁でつかう道具

次は、ラインホーラーという道具です。ラインホーラーはとおなわきで、セッ

トしたはえなわをまきあげる、ときにつかう道具です。ほかにもいろいろな、

道具があります。下の写真がラインホーラーです。



⑤マグロはえなわ漁でつかうえさ

マグロはえなわ漁でつかうえさは、イカ、サバ、アジ、サンマなどです。

３ 今後の課題
マグロが少ないなかで、マグロをとる人たちは、とり続けるためにどんな

工夫をしているのか、疑問におもい、どんな取り組みをしているのか調べまし

た。

クロマグロは２種類います。大西洋クロマグロと、太平洋クロマグロです。

大西洋クロマグロは、資源が回復しているようです。資源が少なくなってきた

ときに国際的に約束を決めて、捕る量を制限したそうです。それから、稚魚は

捕らないという約束も国際的に決めて資源を守ってのだそうです。お話を伺っ

て臼福さんは「捕ったマグロにタグをつける 」ともおっしゃっていました。。

国際条約を決め、誰が捕った魚なのか証明し、小さいマグロはとらないなど、

資源を増やす努力をしたそうです。

しかし、最近、少なくなっているのが太平洋クロマグロだそうです。捕る数

を決めるなどのきまりはあるそうですが、守っていくことは難しいそうです。

将来につなげる捕り方を考え、しっかると話し合う必要があるそうです。

４ 感想
ぼくは、漁のやり方や、漁船について父にききました。父は以前漁船にのっ

。 、、 、たことがあるからです 分かったことは マグロはえなわ漁につかう道具は

とおなわき、ラインホーラーほかにもいろいろあることが分かりました。さら

に、マグロはえなわ漁につかうえさは、イカ、サバ、アジ、サンマだというこ

とです。それにこの漁のやり方や、船のことです。それにこの漁で魚がいっぱ

いとれます。豊かな海は魚がいっぱいとれる海だとおもうから、豊かだと思い

ます。さらに興味をもったことは、船の操作についてです。

また、今後の課題を調べながら、今も、そしてこれからも漁業が続けられる



ことが必要だと思いました。捕った魚を大切にしたがら、無駄のない漁業をし

ていかなければならないと思いました。

マグロはえなわ漁でつらかったこと、うれしかったことも聞きました。つら

、 、 。かったことは 魚があまりとれなかったとき つった魚の値段が低いときです

うれしかったことは、魚がいっぱいとれたとき、つった魚の値段が高いときの

なだそうです。


